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政策№ 1-2 政策名 工業の振興

A

Ｂ

Ｃ

政策の
目指す姿

企業が高い競争力を持ち、生
産活動を活発に行っています

政策
主管課

商工労政課
政策主管
課長名

古川　昌

政策の方針

　経済のグローバル化により、地方においても国内外からの様々な影響を直接受けることとなり、その中で、地場企業の生産
活動が活発に行われていくためには、他の企業に負けない高い競争力が必要です。
　そのために、企業の生産技術向上や経営課題の解決など総合的な支援を行うとともに、新分野や成長分野への進出を促
進します。

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの
か）

成果指標の測定企画
(どのように実績を把握する

のか）
単位 区分

Ｈ25
（基準年度）

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 H35

岩手県全体に占める
本市の製造品出荷額
等の割合

事業者等が製造した製品の
出荷額は、生産活動の総合
的な指標として適当であるこ
とから設定するものである。
※製造品出荷額等はそれ
自体は、世界経済などの外
的要因の影響により年度ご
との増減が激しいため、岩
手県全体に占める花巻市の
割合を指標とする。

出典：経済産業省
（工業統計調査）

％

目標値 7.40 7.50 7.60 8.30

実績値 7.31 7.40 7.82 -

達成度 [達成状況に関する背景・要因]

Ａ

　実績値は目標値を上回っている。企業が抱える経営課題等への各種支援施策や、設備投資への融資実行は年々
伸びていることから、企業の技術力・経営力が向上し、製造品出荷額増加の要因として挙げられる。

№ 施策名 成果指標名
Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 前年実績

との比較
達成度

現状値 目標値 実績値 達成度 目標値 実績値 達成度 目標値 見込み

1
技術力・経
営力の向
上支援

市の支援により技術
力・経営力の向上に
取り組んでいる企業
の割合（％）

38.1 40.0 26.8 c 40.0 27.6 c 40.0 ↗

C

58 b 60

a 4

↗
融資実行件数（設備
投資）（件）

58 60 46 c 60

4

2
成長分野
への参入
促進

市の補助金を利用
し、成長分野に参入
した企業（件）

1 4 4

4 0

a 4 →

C

政策の課題と要因

成長分野への参入を
目的としてプロジェク
トマネージャーの派
遣を受けた企業の件
数（件）

0

A-④

やや遅れてい
る

Ｄ

政策に対する施策の達
成度

成
果
指
標
達
成
度

評価区分

c 4 0 c 4 →

　経済のグローバル化により、海外からの影響を受ける、いわゆるグローバルリスクが
発生しやすくなっており、生産拠点の海外移転などのメーカーの動向が、市内企業
にも影響を及ぼしている。
　また、市内企業における成長性が見込まれる産業への参入を目指す企業は少な
い状況にある。市の製造品出荷額を伸ばしていくためには、即効性のある企業誘致
の推進をはかるほほか、新たな分野に挑戦する企業を育てる必要がある。

－政策評価シート1－



５　政策を構成する施策一覧

1

施策名 技術力・経営力の向上支援
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 D Ｈ27 C

[課題]
　地場企業の生産性及び製品開発力の向上を図り、新たな需要の創出を促す必要がある。

[今後の方向性]
　生産性向上の視点による現場の再確認グループ化を含めた地場企業の新製品開発事業による独自開発力の向上により、収益確保を
目指す事業を育てていく。

2

施策名 成長分野への参入促進
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 C Ｈ27 C

[課題]
　成長分野のなかでも食品やエネルギー分野は比較的参入が容易な印象がある一方で、自動車への抵抗感を持っている企業は少なく
ない。

[今後の方向性]
　地域企業の継続的な発展を考えた場合、成長分野を含めた新分野への参入支援は重要な施策であり、ニーズ把握や事業の有効性
を検証しながら底上げを図る必要がある。
　毎年行っている企業訪問結果により市内企業の参入意欲が低い状況や企業ニーズを分析し、企業の特性と当市の特性を生かした成
長分野への参入促進に努める。

－政策評価シート2－


